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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和2年11月12日(2020.11.12)

【公開番号】特開2020-14218(P2020-14218A)
【公開日】令和2年1月23日(2020.1.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-003
【出願番号】特願2019-155387(P2019-155387)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  27/26     (2006.01)
   Ｈ０４Ｗ  28/06     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  84/12     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ   27/26     １１４　
   Ｈ０４Ｌ   27/26     ４１０　
   Ｈ０４Ｗ   28/06     １１０　
   Ｈ０４Ｗ   84/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月30日(2020.9.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　　ワイヤレスデバイスによって、第１のトレーニングフィールドを備え、第１のシンボ
ル持続時間を有する第１の部分と、第２のトレーニングフィールドを備え、前記第２のト
レーニングフィールドが前記第１のシンボル持続時間よりも大きい第２のシンボル持続時
間を有する第２の部分とを決定することと、
　　前記ワイヤレスデバイスによって、前記第１の部分と前記第２の部分とを備えるパケ
ットを生成すること、ここで、前記第２の部分が、前記第２のシンボル持続時間を有する
前記第２のトレーニングフィールドを備える、ここにおいて、前記第２のトレーニングフ
ィールドは、前記第２のトレーニングフィールドの受信デバイスが、前記第２のトレーニ
ングフィールドを復号することを無視または控えるさせるパラメータまたは特性を有する
、と、
　　前記ワイヤレスデバイスによって、異なるワイヤレスデバイスに、前記パケットを送
信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記パケットが前記第１の部分の後に信号フィールドをさらに備え、前記信号フィール
ドが前記第２のシンボル持続時間を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記パケットが前記第１の部分の後に１つまたは複数のシンボルをさらに備え、前記シ
ンボルが前記第１のシンボル持続時間を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の部分が信号フィールドを備え、
　前記第２の部分が前記信号フィールドの複数の繰り返し部分を備え、前記繰り返し部分
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が前記第２のシンボル持続時間を有する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の繰り返し部分が、前記信号フィールドのキャリアトーンのサブセットを備え
る、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記方法が、
　　前記第１の部分に前記第１のシンボル持続時間を有する１つまたは複数のシンボルを
アペンドすることと、
　　前記第２のトレーニングフィールドの利得をブーストすることと、
　　前記１つまたは複数のシンボルに前記第２のトレーニングフィールドをアペンドする
ことと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記パケットが、スケジュールされたマルチユーザ（ＭＵ）直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）アップリンク（ＵＬ）パケットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記パケットが、スケジュールされていないシングルユーザ（ＳＵ）直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）アップリンク（ＵＬ）パケットを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第２のトレーニングフィールドの極性をフリップすることをさらに備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のトレーニングフィールドを、低レートショートトレーニングフィールド（Ｌ
Ｒ－ＳＴＦ）として生成することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信の装置であって、
　　ハードウェアプロセッサであって、
　　　第１のトレーニングフィールドを備え、第１のシンボル持続時間を有する第１の部
分と、第２のトレーニングフィールドを備え、前記第２のトレーニングフィールドが前記
第１のシンボル持続時間よりも大きい第２のシンボル持続時間を有する第２の部分とを決
定することと、
　　　前記第１の部分と前記第２の部分とを備えるパケットを生成すること、ここで、前
記第２の部分が、前記第２のシンボル持続時間を有する前記第２のトレーニングフィール
ドを備える、ここにおいて、前記第２のトレーニングフィールドは、前記第２のトレーニ
ングフィールドの受信デバイスが、前記第２のトレーニングフィールドを復号することを
無視または控えるさせるパラメータまたは特性を有する、と、
　　を行うように構成されたハードウェアプロセッサと、
　　異なる装置に前記パケットを送信するように構成された送信機と
　を備える、装置。
【請求項１２】
　前記パケットが前記第１の部分の後に信号フィールドをさらに備え、前記信号フィール
ドが前記第２のシンボル持続時間を有する、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記パケットが前記第１の部分の後に１つまたは複数のシンボルをさらに備え、前記シ
ンボルが前記第１のシンボル持続時間を有する、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１の部分が信号フィールドを備え、
　前記第２の部分が前記信号フィールドの複数の繰り返し部分を備え、前記繰り返し部分
が前記第２のシンボル持続時間を有する、
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　請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記複数の繰り返し部分が、前記信号フィールドのキャリアトーンのサブセットを備え
る、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ハードウェアプロセッサが、
　　前記第１の部分に前記第１のシンボル持続時間を有する１つまたは複数のシンボルを
アペンドすることと、
　　前記第２のトレーニングフィールドの利得をブーストすることと、
　　前記１つまたは複数のシンボルに前記第２のトレーニングフィールドをアペンドする
ことと
　を行うように構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記パケットが、スケジュールされたマルチユーザ（ＭＵ）直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）アップリンク（ＵＬ）パケットを備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１８】
　前記パケットが、スケジュールされていないシングルユーザ（ＳＵ）直交周波数分割多
元接続（ＯＦＤＭＡ）アップリンク（ＵＬ）パケットを備える、請求項１１に記載の装置
。
【請求項１９】
　前記ハードウェアプロセッサが、前記第２のトレーニングフィールドの極性をフリップ
するようにさらに構成された、請求項１１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ハードウェアプロセッサが、前記第２のトレーニングフィールドを、低レートショ
ートトレーニングフィールド（ＬＲ－ＳＴＦ）として生成するようにさらに構成された、
請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信の装置であって、
　　第１のトレーニングフィールドを備え、第１のシンボル持続時間を有する第１の部分
と、第２のトレーニングフィールドを備え、前記第２のトレーニングフィールドが前記第
１のシンボル持続時間よりも大きい第２のシンボル持続時間を有する第２の部分とを決定
するための手段と、
　　前記第１の部分と前記第２の部分とを備えるパケットを生成するための手段、ここで
、前記第２の部分が、前記第２のシンボル持続時間を有する前記第２のトレーニングフィ
ールドを備える、ここにおいて、前記第２のトレーニングフィールドは、前記第２のトレ
ーニングフィールドの受信デバイスが、前記第２のトレーニングフィールドを復号するこ
とを無視または控えるさせるパラメータまたは特性を有する、と、
　　前記装置によって、異なる装置に、前記パケットを送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項２２】
　前記パケットが前記第１の部分の後に信号フィールドをさらに備え、前記信号フィール
ドが前記第２のシンボル持続時間を有する、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記パケットが前記第１の部分の後に１つまたは複数のシンボルをさらに備え、前記シ
ンボルが前記第１のシンボル持続時間を有する、請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１の部分が信号フィールドを備え、
　前記第２の部分が前記信号フィールドの複数の繰り返し部分を備え、前記繰り返し部分
が前記第２のシンボル持続時間を有する、
　請求項２１に記載の装置。
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【請求項２５】
　前記複数の繰り返し部分が、前記信号フィールドのキャリアトーンのサブセットを備え
る、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記パケットが、スケジュールされたマルチユーザ（ＭＵ）直交周波数分割多元接続（
ＯＦＤＭＡ）アップリンク（ＵＬ）パケットを備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、
　　実行されたとき、装置に、
　　第１のトレーニングフィールドを備え、第１のシンボル持続時間を有する第１の部分
と、第２のトレーニングフィールドを備え、前記第２のトレーニングフィールドが前記第
１のシンボル持続時間よりも大きい第２のシンボル持続時間を有する第２の部分とを決定
することと、
　　前記第１の部分と前記第２の部分とを備えるパケットを生成すること、ここで、前記
第２の部分が、前記第２のシンボル持続時間を有する前記第２のトレーニングフィールド
を備える、ここにおいて、前記第２のトレーニングフィールドは、前記第２のトレーニン
グフィールドの受信デバイスが、前記第２のトレーニングフィールドを復号することを無
視または控えるさせるパラメータまたは特性を有する、と、
　　異なる装置に前記パケットを送信することと
　を行わせるコードを備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２８】
　実行されたとき、前記装置に、前記第２のトレーニングフィールドの極性をフリップす
ることを行わせるコードをさらに備える、請求項２７に記載の非一時的コンピュータ可読
記憶媒体。
【請求項２９】
　実行されたとき、前記装置に、前記第２のトレーニングフィールドを、低レートショー
トトレーニングフィールド（ＬＲ－ＳＴＦ）として生成することを行わせるコードをさら
に備える、請求項２８に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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